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歳入

191億

2,234 万 8千円

依
　存
　
財
　
源

自

主
　

財
　
源

【
歳
入
の
決
算
状
況
】

　

歳
入
面
に
お
い
て
は
、
地
方
税
な
ど
の
自
主
財
源
よ
り
も
地
方
交
付
税

や
国
県
支
出
金
な
ど
の
依
存
財
源
が
占
め
る
割
合
が
高
い
決
算
状
況
で
す
。

そ
の
た
め
、
国
庫
補
助
負
担
金
の
削
減
、
税
源
移
譲
、
地
方
交
付
税
の
見

直
し
等
に
よ
り
大
き
な
影
響
を
受
け
る
こ
と
か
ら
、
行
政
活
動
の
自
主
性

と
安
定
性
を
確
保
す
る
こ
と
が
難
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一般会計

①地方交付税
53 億 9,993 万 7 千円

（28.2％）

②国庫支出金
29 億 4,571 万 2 千円

（15.4％）

③県支出金
9億 8,417 万 1 千円 （5.1％）

④地方譲与税ほか
8億 890 万円 （4.2％）

⑤市債
11 億 342 万 7 千円 （5.8％）

①市税　51 億 9,127 万 5 千円 （27.1％）

②諸収入
16 億 1,246 万 8 千円

（8.4％）

③使用料及び手数料
6億 3,608 万 6 千円

（3.3％）

④分担金及び負担金
2億 8,060 万 6 千円 （1.5％）

⑤繰入金
2,581 万 8 千円 （0.1％）

⑥繰越金 ・財産収入ほか
1億 3,394 万 8 千円 （0.7％）

●
依
存
財
源

112
億
４
千
214
万
７
千
円

　

国
や
県
の
意
思
に
よ
っ
て
額
が

決
め
ら
れ
、
交
付
又
は
割
り
当

て
ら
れ
る
お
金
の
こ
と
で
す
。

　

こ
の
依
存
財
源
に
は
、
地
方
交

付
税
、
国
庫
支
出
金
、
県
支
出

金
、
地
方
譲
与
税
、
地
方
債
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

①
地
方
交
付
税

53
億
９
千
993
万
７
千
円

　

国
税

（
所
得
税
、
酒
税
、
法

人
税
、
消
費
税
、
た
ば
こ
税
）

の
一
部
を
各
地
方
公
共
団
体
間

の
財
政
力
の
不
均
衡
を
調
整
す

る
た
め
、
一
定
の
基
準
に
よ
り

国
が
配
分
す
る
も
の
で
す
。

②
③
国
庫
（
県
）
支
出
金

39
億
２
千
988
万
３
千
円

　

特
定
の
事
業
を
行
う
た
め
に
国

（県
）
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金
で
、

負
担
金
、
補
助
金
、
委
託
金
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

④
地
方
譲
与
税
ほ
か

８
億
890
万
円

　

地
方
譲
与
税
と
は
、
国
税
と

し
て
徴
収
さ
れ
た
地
方
道
路
税
、

自
動
車
重
量
税
の
全
部
又
は
一

部
に
つ
い
て
地
方
公
共
団
体
に
配

分
さ
れ
る
も
の
で
す
。
そ
の
ほ
か
、

地
方
特
例
交
付
金(

児
童
手
当

の
制
度
拡
充
に
伴
う
地
方
負
担

の
増
加
に
対
応
す
る
た
め
の
措

置
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

⑤
市
債

11
億
342
万
７
千
円

　

国
、
県
や
銀
行
な
ど
か
ら
借

り
入
れ
る
お
金
の
こ
と
で
あ
り
、

い
わ
ゆ
る
借
金
で
す
。

●
自
主
財
源

78
億
８
千
20
万
１
千
円

　

市
が
自
主
的
に
収
入
で
き
る
お

金
の
こ
と
で
す
。

　

市
税
、
分
担
金
及
び
負
担
金
、

使
用
料
、
手
数
料
、
諸
収
入
、

繰
入
金
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

①
市
税

51
億
９
千
127
万
５
千
円

　

内
訳
は
次
の
と
お
り
で
す
。

市
民
税

21
億
５
千
259
万
８
千
円

固
定
資
産
税

25
億
４
千
498
万
2
千
円

軽
自
動
車
税１

億
１
千
437
万
１
千
円

た
ば
こ
税

３
億
６
千
478
万
６
千
円

入
湯
税

１
千
453
万
８
千
円

②
諸
収
入

16
億
１
千
246
万
８
千
円

　

貸
付
金
元
利
収
入
、
実
費
徴

収
金
、
そ
の
他
雑
入
な
ど
で
す
。

③
使
用
料
、
手
数
料

６
億
３
千
608
万
６
千
円

　

い
ろ
い
ろ
な
施
設
の
使
用
料
や

住
民
票
等
証
明
書
の
交
付
に
か

か
る
手
数
料
な
ど
で
す
。

④
分
担
金
及
び
負
担
金

２
億
８
千
60
万
６
千
円

　

特
定
の
事
業
に
充
て
る
た
め

に
、
そ
の
事
業
の
利
益
を
受
け

る
者
か
ら
徴
収
す
る
お
金
の
こ
と

で
す
。

⑤
繰
入
金

２
千
581
万
８
千
円

　

特
別
会
計
や
基
金
な
ど
か
ら

繰
り
入
れ
る
お
金
の
こ
と
で
す
。

⑥
繰
越
金
、
財
産
収
入
ほ
か

１
億
３
千
394
万
８
千
円

　

繰
越
金
と
は
、
前
年
度
か
ら

持
ち
越
さ
れ
た
お
金
の
こ
と
で

す
。

　

財
産
収
入
と
は
、
市
有
財
産

(

市
有
地
な
ど)

を
貸
し
付
け
た

り
売
り
払
う
な
ど
に
よ
り
得
ら

れ
る
お
金
の
こ
と
で
す
。
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財政状況の公表

一般会計
【
歳
出
の
決
算
状
況
】

　

歳
出
面
に
お
い
て
は
、
毎
年
民
生
費
が
占
め
る
割
合
が
突
出
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
各
種
医
療
費
や
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
等
へ
の
繰

出
金
が
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
に
起
因
し
ま
す
。
ま
た
、
２
０
年
度
に
お

い
て
は
、
万
田
坑
周
辺
整
備
等
に
伴
い
教
育
費
が
増
加
し
、
荒
尾
競
馬

組
合
へ
の
一
時
貸
付
の
た
め
諸
支
出
金
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

①民生費
62 億 6,229 万 9 千円

（35.0％）

②総務費
24 億 6,667 万 4 千円

（13.8％）

③衛生費
22 億 8,863 万 2 千円

（12.8％）

④公債費
17 億 130 万円
（9.5％）

⑤土木費
14 億 9,922 万 6 千円
（9.5％）

⑥教育費
13 億 7,924 万 4 千円
（7.7％）

⑦諸支出金
9億円
（5.0％）

⑧消防費
6億 5,428 万 2 千円
（3.7％）

⑨商工費
3億 4,779 万 1 千円
（1.9％）

⑩農林水産業費
1億 6,630 万 6 千円
（0.9％）

⑪議会費
1億 9,528 万 3 千円
（1.1％）

⑫その他　1,458 万 5 千円 （0.1％）

歳出

178億

7,562 万 2千円

①
民
生
費
（
62
億
６
千
229
万
９
千
円
）

　

住
民
に
一
定
水
準
の
生
活
と

安
定
し
た
社
会
生
活
を
保
障
す

る
た
め
の
経
費
で
あ
り
、
高
齢

者
や
障
が
い
者
、
乳
幼
児
の
た

め
の
福
祉
や
生
活
保
護
な
ど
に

使
わ
れ
る
費
用
で
す
。

②
総
務
費
（
24
億
６
千
667
万
４
千
円
）

　

市
の
全
般
的
な
管
理
事
務
経

費
で
あ
り
、
市
税
、
戸
籍
、
統
計
、

広
報
、
選
挙
、
交
通
安
全
対
策
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
推
進
、
そ
の
他
内

部
管
理
事
務
な
ど
に
使
わ
れ
る

費
用
で
す
。

③
衛
生
費
（
22
億
８
千
863
万
２
千
円
）

　

住
民
が
健
康
に
し
て
衛
生
的
な

生
活
環
境
を
保
持
す
る
た
め
の

経
費
で
あ
り
、
各
種
検
診
や
予

防
接
種
、
公
害
対
策
、
ご
み
の

収
集
・
処
理
、
リ
サ
イ
ク
ル
の

推
進
な
ど
に
使
わ
れ
る
費
用
で

す
。

④
公
債
費
（
17
億
130
万
円
）

　

市
の
借
入
金

（
市
債
）
を
返

済
す
る
費
用
で
す
。

⑤
土
木
費
（
14
億
９
千
922
万
６
千
円
）

　

道
路
、
公
園
、
港
湾
、
市
営

住
宅
な
ど
の
維
持
や
建
設
な
ど

に
使
わ
れ
る
費
用
で
す
。

⑥
教
育
費
（
13
億
７
千
924
万
４
千
円
）

　

教
育
委
員
会
、
小
・
中
学
校
、

社
会
教
育
等
の
教
育
関
係
の
経

費
で
あ
り
、
幼
稚
園
、
小
中
学

校
な
ど
の
教
育
、
文
化
、
ス
ポ

ー
ツ
の
振
興
な
ど
に
使
わ
れ
る

費
用
で
す
。

⑦
諸
支
出
金
（
９
億
円
）

　

他
の
支
出
科
目
に
含
ま
れ
な
い

貸
付
金
な
ど
で
す
。
（競
馬
組
合

貸
付
金
）

⑧
消
防
費
（
６
億
５
千
428
万
2
千
円
）

　

消
防
、
水
防
、
災
害
対
策
、

救
急
活
動
な
ど
に
使
わ
れ
る
費

用
で
す
。

⑨
商
工
費
（
３
億
４
千
779
万
１
千
円
）

　

商
工
業
の
振
興
、
観
光
事
業

等
に
使
わ
れ
る
費
用
で
す
。

⑩
農
林
水
産
業
費

（
１
億
６
千
630
万
６
千
円
）

　

農
林
水
産
業
の
振
興
や
農
道
、

漁
港
な
ど
の
維
持
整
備
に
使
わ

れ
る
費
用
で
す
。

⑪
議
会
費
（
１
億
９
千
528
万
３
千
円
）

　

市
議
会
議
員
の
報
酬
や
市
議

会
の
運
営
活
動
に
使
わ
れ
る
費

用
で
す
。

⑫
そ
の
他
（
１
千
458
万
５
千
円
）

労
働
費
、
災
害
復
旧
費
で
す
。

【
市
債
と
基
金
】

●
市
債

　

市
が
事
業
を
行
う
た
め
に
資

金
を
調
達
す
る
一
つ
の
手
段
で
、

市
の
借
金
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

学
校
・
公
園
・
道
路
整
備
な

ど
建
設
事
業
の
資
金
に
充
て
ら

れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
建
設
時
に

集
中
す
る
負
担
を
、
施
設
を
利

用
す
る
後
の
世
代
に
も
負
担
し

て
も
ら
う
こ
と
で
、
世
代
間
の
負

担
の
公
平
を
確
保
す
る
た
め
で

す
。

●
基
金

　

市
が
将
来
に
備
え
た
り
、
特
定

の
目
的
の
た
め
に
資
金
を
積
立
ま

た
は
運
用
す
る
資
金
で
、
市
の

積
立
預
金
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

●市債残高と積立基金現在高の推移


